
 

 

 

 

 

 

 

 

人件費抑制策が報酬引き下げの口実に！ 堂々と賃上げを要求しよう！ 

政府の財政制度審議会は、医療法人の黒字とわずかな賃金増(医師+2.8%・看護師+0.8%）

をとらえて診療報酬マイナス改定を主張。ベアを出さず寝たきり賃金、一時金カットなど

人件費を抑えて黒字になったら、増益だからと診療報酬カットではたまりません！ 

人件費抑制策が、報酬抑制の口実になり、安上がり体制の要因になっています。大幅賃

上げで、正当な人件費を報酬に反映させる取り組みが必要です。賃

上げを自粛していては、医療経営を取り巻く環境のさらなる悪化を

もたらし、医療・社会保障改悪とたたかう力を弱めることになりま

す。産別統一闘争に結集して、堂々と大幅賃上げを要求し、国の政

策変更・制度改善を迫る取り組みの強化を経営者にも求めていきま

しょう。 

職場の不満のトップは「賃金が安い」 

0.0 % 10.0 % 20.0 % 30.0 % 40.0 % 50.0 % 60.0 %

母性保護が守られない

その他

医療・看護内容が悪い

夜勤が多い

経営者や上司が横暴

成果・能力主義が強まっている

教育制度がよくない

自らの健康も守れない

労働時間が長い

福利厚生が充実していない

職場の人間関係が悪い

経営状態がよくない

時間外労働が多い

仕事がきつい

休暇が取れない・少ない

人員が少ない

一時金が少ない

賃金が安い
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職場の不満（正規職員） 

１位「賃金が安い」４９％ 

２位「一時金が少ない」４０％ 


